
第30回 日本ライソゾーム病研究会　日程表
11 月 21日（金）

大学1号館講堂（3階） 2号館 801会議室

9:00

9:15　開会の辞� 井田 博幸　学校法人 慈恵大学
9:20～10:10

一般演題1

　　　藤田 由見　東京慈恵会医科大学 小児科学講座、
　　　須藤 湧太　藤田医科大学 小児科学、澤田 貴彰　熊本大学病院 遺伝診療センター

10:00

10:10～11:00
共催セミナー1

共催：サノフィ株式会社
ファブリー病における早期治療推進のための医師–患者間コミュニケーションと遺伝カウンセリングの役割
座長：成田 綾　医誠会国際総合病院小児科
演者：稲垣 夏子　東京医科大学病院 循環器内科 / 遺伝子診療センター

11:00
11:00～11:50

一般演題2
座長：角皆 季樹　東京慈恵会医科大学 小児科
演者：山川 裕之　慶應義塾大学医学部循環器内科、　岡本 駿吾　大阪公立大学大学院医学研究科 発達小児医学、
　　　本間 丈博　千葉県こども病院 代謝科、　岡嶋 一樹　名古屋市立大学環境労働衛生学

12:00
12:00〜12:50

ランチョンセミナー
共催：アミカス・セラピューティクス株式会社

新しい Pompe 病治療薬について
座長：小林 正久　東京慈恵会医科大学小児科
演者：石垣 景子　東京女子医科大学小児科

13:00

13:10〜13:40

幹事会

14:00
14:00～14:20

鈴木邦彦賞授与式
14:20～15:40 総合シンポジウム 

ライソゾーム病（LSD）に対する新生児マススクリーング（NBS）
座長：澤田 貴彰　熊本大学病院 遺伝診療センター、小林 正久　東京慈恵会医科大学 小児科学講座
演者：1．ライソゾーム病の新生児スクリーニング対象疾患の考え方

  　濱崎 考史　大阪公立大学大学院医学研究科 発達小児医学
　2．�ライソゾーム病の新生児スクリーニングのシステム構築と行政との関り：東京都の場合

  　石毛 信之　公益財団法人東京都予防医学協会 母子保健検査部
　　　3．ライソゾーム病における拡大新生児マススクリーニング後の遺伝カウンセリング

　金子 基実子　東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部

15:00

15:40～16:30 共催セミナー2 
ムコ多糖症 VII 型の診断と治療、長鎖脂肪酸代謝異常症の長期管理の課題

共催：Ultragenyx Japan 株式会社
座長：大石 公彦　東京慈恵会医科大学 小児科
演者：小須賀 基通　国立成育医療研究センター遺伝診療科
　　　小林 弘典　島根大学医学部附属病院 検査部

16:00

16:30〜17:30
特別講演 

CRISPR-Cas3 mRNA-LNP による in vivo 遺伝子治療の展開
座長：小林 博司　東京慈恵会医科大学 遺伝子治療研究部
演者：真下 知士　東京大学医科学研究所

17:00

17:30〜　閉会の辞� 小林 正久　東京慈恵会医科大学

18:00

座長：衛藤 薫　東京女子医科大学医学部小児科
演者：蘇 哲民　国立成育医療研究センター 遺伝診療センター 遺伝診療科、




